
４階

議場の開放
　
今
年
も
自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
議
場
を
開
放
し
ま
す
。

　
今
年
も
自
習
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
議
場
を
開
放
し
ま
す
。冷
房
冷
房

完
備
の
静
か
な
環
境
で
勉
強
に
集
中
で
き
る
と
好
評
で
す
。

完
備
の
静
か
な
環
境
で
勉
強
に
集
中
で
き
る
と
好
評
で
す
。

　
ぜ
ひ
と
も
来
場
し
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し
て

　
ぜ
ひ
と
も
来
場
し
て
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か
。お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

【
開
催
期
間

【
開
催
期
間
】】令
和
８
年
７
月

令
和
８
年
７
月
2121
日（
火
）か
ら

日（
火
）か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
月
2121
日（
金
）ま
で
の
開
庁
日

日（
金
）ま
で
の
開
庁
日

【【
開
放
時
間

開
放
時
間
】】午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

【【
対
象
者

対
象
者
】】市
内
在
住・在
学
の
中
学
生
、高
校
生
、大
学
生

市
内
在
住・在
学
の
中
学
生
、高
校
生
、大
学
生

第85号第85号第85号
第81号第81号第81号

まにわまにわ市   章

学 習 室 と し て 使 用

議
員
の
横
顔

迫
る
、

大
公
開
大
公
開
‼‼

      NEW
!

新企画

P7
～
P18
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令和８年６月第３回真庭市議会

令和８年度６月補正予算

６月16日  　会期５月29日～

●令和８年度6月補正予算１件を可決　
●その他議案５件を可決し、１件を不同意　
●請願２件を採択し、発議４件を可決

一般会計
特別会計

公営企業会計
６  

６

　
国
庫
支
出
金
で
は
、
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
２
，７
４
１
万

１
千
円
、
県
支
出
金
で
は
、
岡
山
県
地
域
公
共
交
通
維
持
確
保
支
援
事
業
補
助

金
94
万
７
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
増
額
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
般
財
源
不
足
を
補
う
た
め
財
政
調
整
基
金
繰
入
金
２
，８
０
０
万
８

千
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

　
総
務
費
で
は
、
地
域
の
足
を
確
保
す
る
た
め
の
新
た
な
デ
マ
ン
ド
交
通
「
イ
コ
ー

デ
」
の
利
用
を
促
進
す
る
、公
共
交
通
対
策
事
業
189
万
４
千
円
、物
価
高
に
対
し

て
市
民
を
支
援
す
る
、
真
庭
く
ら
し
応
援
給
付
事
業
２
，７
０
６
万
１
千
円
を
そ

れ
ぞ
れ
増
額
し
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
で
は
、
公
共
施
設
へ
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
事
業
２
，７
４
１
万
１
千
円
を
増
額
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
　
主
な
歳
入

一
般
会
計
　
主
な
歳
出

※表はいずれも千円を四捨五入しているため、合計に差異が生じている箇所があります

単位：万円令和８年度補正予算会計別集計表

一　般　会　計
国民健康保険特別会計
後期高齢者医療特別会計
介護保険特別会計
介護保険特別会計

（介護サービス事業勘定）
浄化槽事業特別会計
津黒高原観光事業特別会計
クリエイト菅谷事業特別会計
温泉事業特別会計

特別会計合計
水道事業会計
下水道事業会計
国民健康保険湯原温泉病院
事業会計

公営企業会計合計

合　　　　　計

会　計　名 　
 5,637

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

5,637

　
3,490,337

476,824

111,028

639,244

7,392

3,358

1,793

673

11,693

1,252,004

234,843

369,337

165,669

769,849

5,512,190

６月
補正額

６月補正後
予算額

公
共
施
設
へ

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置

２
，７
４
１
万
円
増
額
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更
新
さ
れ
る
車
両
は
、
水
槽

付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
で
す
。
契

約
方
法
は
、
条
件
付
一
般
競
争

入
札
、
契
約
金
額
は
、
１
０
７
，

８
０
０
千
円
。契
約
の
相
手
方
は
、

有
限
会
社
亀
屋
防
災
で
す
。消
防

本
部
本
署
に
配
備
さ
れ
ま
す
。

　
更
新
さ
れ
る
車
両
は
、
除
雪
ド

ー
ザ
（
11
ｔ
級
、サ
イ
ド
ス
ラ
イ
ド

マ
ル
チ
プ
ラ
ウ
）
で
す
。
契
約
方

法
は
、
条
件
付
一
般
競
争
入
札
、

契
約
金
額
は
、
１
８
，
７
９
９
千

円
。
契
約
の
相
手
方
は
、
原
商

店
で
す
。
蒜
山
振
興
局
に
配
備

さ
れ
ま
す
。
も

う
１
台
は
、
除

雪
ド
ー
ザ
（
11

ｔ
級
、
サ
イ
ド
ス

ラ
イ
ド
ア
ン
グ
リ

ン
グ
プ
ラ
ウ
）
で

す
。
契
約
方
法

は
、条
件
付
一
般

競
争
入
札
、
契

約
金
額
は
、１
８
，

１
８
３
千
円
。
契

約
の
相
手
方
は
、

原
商
店
で
す
。美

甘
振
興
局
に
配

備
さ
れ
ま
す
。

　

２
０
２
７
年
度
の
政
府
予
算

と
地
方
財
政
の
検
討
に
あ
た
り
、

社
会
全
体
と
し
て
求
め
ら
れ
て
い

る
賃
上
げ
基
調
に
相
応
す
る
人

件
費
の
確
保
、一
般
財
源
総
額
の

さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
る
地
方

財
政
を
実
現
す
る
よ
う
、意
見
書

を
国
の
関
係
機
関
へ
提
出
を
求
め

る
も
の
。
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
採
択
し
意
見
書
を
衆
参
両

院
議
長
な
ど
９
名
に
提
出
し
ま

し
た
。

　
２
０
２
７
年
度
政
府
予
算
編

成
に
お
い
て
、
少
人
数
学
級
の
検

討
、
教
職
員
定
数
改
善
、
義
務

教
育
費
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ

等
を
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
要
請

す
る
意
見
書
を
国
の
関
係
機
関
へ

提
出
を
求
め
る
も
の
。

　

審
査
の
結
果
、
全
会
一
致
で

採
択
し
意
見
書
を
衆
参
両
院
議

長
な
ど
６
名
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

真
庭
市
農
業
委
員
会
委
員
の

任
期
が
令
和
８
年
７
月
19
日
を

も
っ
て
満
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

新
た
に
委
員
を
任
命
す
る
た
め
、

農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律

第
８
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の
。
挙

手
採
決
の
結
果
、賛
成
少
数
で
不

同
意
と
な
り
ま
し
た
。

※
真
庭
市
農
業
委
員
会
と
は
、

農
地
法
等
の
法
令
に
基
づ
く
事

務
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
関
す
る
業
務
を
行
っ
て
お

り
、「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る

法
律
」第
８
条
第
１
項
ほ
か
関
連

法
令
に
基
づ
き
、
議
会
の
同
意
を

得
て
市
町
村
長
が
任
命
し
た
農

業
委
員
19
名
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、農
業
委
員
会
は
、

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
⌒定

員
27
名
）
を
委
嘱
し
、農
地
等
の

利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

賛
成
し
た
議
員 

50
音
順

反
対
し
た
議
員 

請 

願

農
業
委
員
会
委
員
19
人

動産の買い入れ 除
雪
ド
ー
ザ
購
入

水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
購
入

除雪ドーザ マルチプラウ

▶
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
請
願

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育

費
国
庫
負
担
率
引
き
上
げ
を
は

か
る
た
め
の
２
０
２
７
年
度
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
の

請
願

］
［

採
択］

［

採
択

人
事
案
件

　
　
不
同
意

伊　
賀　
基　
之　　　
奥　　　
侑　
樹　　　
小　
椋　
一　
郎

小　
田　
康　
文　　　
加　
藤　
大　
悟　　　
黒　
川　　
愛　

柴　
田　
正　
志　　　
妹　
尾　
智　
之　　　
田　
島　
吉　
章

谷　
本　
彰　
良　　　
葉　
廣　
峰　
久　　　
村　
上　
善　
彦

𠮷　
原　
啓　
介

伊　
藤　
義　
則　　　
緒　
形　　
尚　　　　
庄　
司　
史　
郎

妹　
島　
弘　
和　　　
苦　
田　
智　
子　　　
西　
田　
文　
子

森　
脇　
正　
和

除雪ドーザ２台・水槽付消防ポンプ車

除雪ドーザ  サイドスライドアングリングプラウ
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区
域
な
ど
も
最
新
情
報
へ
の
更
新
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
洪
水
浸
水
想
定
区
域
の
変
化
に

伴
う
指
定
避
難
所
等
の
使
用
可
能
区
分

の
変
更
に
つ
い
て
は
、振
興
局
を
通
じ
地
元

へ
説
明
し
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
な
お
、浸
水
害
、土
砂
災
害
な
ど
本
市
で

起
こ
り
う
る
災
害
の
特
性
に
留
意
し
た
防

災
情
報
を
、
災
害
への
心
構
え
や
日
頃
か
ら

の
備
え
な
ど
と
と
も
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

は
、
市
民
と
対
話
を
重
ね
、
子
ど
も
も
参

加
し
、
丁
寧
な
対
話
を
重
ね
て
い
く
中
で
、

期
限
を
設
け
ず
に
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
意
思
表
明
権
の
尊
重
と

い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
子
ど
も
主

体
で
考
え
た
場
合
に
、
し
た
く
な
い
こ
と
、

学
校
に
行
き
た
く
な
い
と
か
、
勉
強
し
た

く
な
い
と
か
、
子
ど
も
の
義
務
と
し
て
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
も
、し
た
く
な
い

で
済
ま
さ
れ
る
の
か
。
子
ど
も
の
意
思
表

明
権
の
尊
重
と
は
、
ど
の
よ
う
に
認
識
す

れ
ば
い
い
の
か
伺
う
。　
　
　
　
　
　
　

尊
重
す
る
と
い
う
の
は
、
子
ど
も
の

言
葉
や
要
望
を
全
て
実
現
す
る
と

い
う
意
味
で
は
な
い
。

　
子
ど
も
の
言
葉
の
そ
の
奥
の
意
味
を
汲

み
取
り
、一
緒
に
考
え
る
と
い
う
こ
と
。
言

っ
た
こ
と
を
ま
ず
認
め
、
そ
の
言
っ
た
こ

と
が
何
故
な
の

か
を一
緒
に
考

え
、
拒
絶
し
な

い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

尊
重
と
は
、

意
思
を
受
け
止

め
一
緒
に
考
え

る
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
法
律

的
に
も
尊
重
と

い
う
言
葉
は
そ

の
よ
う
に
使
わ

れ
て
い
る
。

■
こ
ど
も
の
権
利
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
総
合
政
策
課
か
ら
、こ
ど
も
の
権
利
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
、
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
子
ど
も
の
権
利
は
、
基
本
的
人
権
の
尊

重
の
中
で
少
し
ず
つ
浸
透
し
、子
ど
も
は
弱

く
て
大
人
か
ら
守
ら
れ
る
存
在
か
ら
、
一

人
の
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
権
利
の
主

体
と
し
て
、
理
念
が
進
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
意
思
表
明
権
の
尊
重
を
核
と

し
、
第
一
に
、
子
ど
も
が
や
り
た
い
暮
ら

し
、
子
ど
も
の
生
活
の
中
で
意
思
を
尊
重

し
て
い
く
こ
と
。
第
二
に
未
来
の
主
権
者
の

意
見
を
尊
重
し
、
社
会
参
加
を
認
め
て
い

く
。
こ
の
二
つ
が
両
輪
と
し
、真
庭
市
の
子

ど
も
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
尊
重

さ
れ
る
「
ま
ち
」
を
作
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
は
守
ら
れ
る
だ
け
の
存
在
で
は
な

く
、地
域
の
一
員
で
、未
来
を
担
う
共
に
生

き
る
市
民
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
理
念
と
し

て
い
ま
す
。

　
こ
ど
も
の
権
利
条
例
は
、
理
念
だ
け
で
は

な
く
、
こ
の
真
庭
市
の
地
域
を
変
え
て
い
く

起
点
と
な
る
も
の
に
し
、
制
定
に
当
た
っ
て

　
本
委
員
会
は
３
月
11
日
、５
月
13
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て

　
危
機
管
理
課
か
ら
、
地
域
防
災
計
画
の

見
直
し
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

国
や
県
の
計
画
で
変
更
さ
れ
た
文
言
の

反
映
や
真
庭
市
に
係
る
防
災
関
係
機
関
の

修
正
な
ど
軽
微
な
変
更
で
す
。

避
難
所
の
環
境
改
善
に
つ
い
て
、簡

易
ト
イ
レ
、ト
イ
レ
カ
ー
等
に
よ
り

快
適
な
ト
イ
レ
の
設
置
に
努
め
る
と
い
う

文
言
が
あ
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

避
難
所
の
環
境
改
善
と
し
て
は
、当

然
そ
う
い
う
機
材
が
あ
る
の
が
望

ま
し
い
が
、
市
の
予
算
規
模
を
考
え
る
と
、

自
動
ラ
ッ
プ
式
ト
イ
レ
や
仮
設
ト
イ
レ
の
借

用
な
ど
で
対
応
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■
防
災
マ
ッ
プ
改
定
に
つ
い
て

　
危
機
管
理
課
か
ら
、
防
災
マッ
プ
改
定
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

防
災
マ
ッ
プ
の
主
な
変
更
点
は
、
中
小

河
川
を
含
め
た
新
た
な
洪
水
浸
水
想
定

区
域
図
の
反
映
で
あ
り
、
土
砂
災
害
警
戒

「こどもの権利条例策定」キックオフ講演会

防災マップ

総
務
常
任
委
員
会

問

問

《
総
合
政
策
部
》

答

答
《
市
長
直
轄
組
織
》
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本
委
員
会
は
３
月
12
日
、５
月
14
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　
ス
ポ
ー
ツ・
文
化
振
興
課
か
ら
、
令
和
8

年
度
か
ら
12
年
度
ま
で
の
真
庭
市
ス
ポ
ー

ツ
・
推
進
計
画
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
意
識
調
査
で
は
、
一
年
を
通
じ
て
運
動・

ス
ポ
ー
ツ
を
実
施
し
て
い
な
い
市
民
、
年
に

数
回
し
か
運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
な
い

市
民
が
７
割
近
く
に
な
る
こ
と
、
ヒ
ア
リ
ン

う
な
考
え
か
。

司
書
は
、
任
期
付
職
員
20
名
、
正

規
職
員
が
２
名
で
あ
る
。
こ
の
２
名

で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
や
学
校
図
書
館
の
運
営
支

援
も
担
っ
て
お
り
、
増
や
し
て
い
け
た
ら
と

考
え
て
い
る
。

グ
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
や
学
校
部
活
動

の
指
導
者
な
ど
の
各
分
野
で
、高
齢
化
や
人

材
不
足
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
人

材
を
確
保
し
育
成
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
な
って
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
体
を
動
か
さ

な
い
遊
び
が
増
加
す
る
中
、
ス
ポ

ー
ツ
に
関
心
が
な
い
子
ど
も
に
対
し
、
学

校
の
部
活
動
と
地
域
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
に

つ
い
て
、
ど
う
関
連
づ
け
て
参
加
者
数
を

増
や
し
て
い
く
の
か
。

地
域
ク
ラ
ブ
活
動
認
定
に
は
学
校

と
連
携
を
図
っ
た
活
動
と
す
る
こ
と

が
明
記
さ
れ
て
い
る
。次
期
学
習
指
導
要
領

に
も
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
と
の
連
携
に
つ
い
て

明
確
化
さ
れ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、

地
域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く
。

施
設
の
老
朽
化
と
、
地
域
に
よ
る

施
設
配
置
の
ば
ら
つ
き
が
課
題
に

な
っ
て
お
り
、将
来
像
と
し
て
「
老
朽
施
設

の
利
活
用
と
統
廃
合
の
整
理
」と
あ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
考
え
か
。

施
設
を
多
目
的
に
使
え
る
よ
う
に

す
る
な
ど
の
機
能
の
統
廃
合
を
進

め
、
施
設
を
整
理
し
て
経
費
を
減
ら
し
て
い

く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

■
真
庭
市
図
書
館
み
ら

　
い
計
画
に
つ
い
て

　

生
涯
学
習
課
図
書
館

振
興
室
か
ら
、第
２
次
真

庭
市
図
書
館
み
ら
い
計
画

（
図
書
館
基
本
計
画
・

子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
）
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
意
見
聴
取

の
状
況
、
５
年
間
の
取
り

組
み
、新
聞
掲
載
記
事
等

を
ま
と
め
た
資
料
編
を

追
加
し
ま
し
た
。

　

１
月
20
日
か
ら
２
月

17
日
ま
で
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
25
件
の
意
見
が
あ
り
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
結
果
を

公
開
し
て
い
ま
す
。

「
正
規
司
書
職

員
の
継
続
的
な

確
保
」
と
あ
る
が
、人
材

確
保
に
つ
い
て
ど
の
よ

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

問

問問

答

答答

《
教
育
委
員
会
》

《
生
活
環
境
部
》

地域クラブ活動の様子　久世

計画策定に向けた市民との会議の様子　鍋屋
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接
続
推
進
に
つ
い
て
は
、
従
前
か
ら

あ
る
利
子
補
給
制
度
、
水
洗
化
工

事
に
伴
う
利
子
補
給
を
し
て
い
る
。
令
和
７

年
度
か
ら
は
、借
り
入
れ
の
上
限
を
80
万
円

か
ら
150
万
円
ま
で
引
き
上
げ
て
い
る
。

■
第
二
次
真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
杜
市
構

　
想
の
策
定
に
つ
い
て　

　
林
業
・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
課
よ
り
第
二
次

真
庭
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
杜
市
構
想
の
策
定
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
期
構
想
の
主
な
変
更
点
に
つ
い
て
、
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
事
業
、有
機
資
源
化
事

業
を
継
続
し
つ
つ
、
畜
産
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

事
業
を
加
え
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
に
、

現
構
想
を
ベ
ー
ス
に
時
点
修
正
を
加
え
な
が

ら
、
目
標
値
の
検
討
等
を
行
い
構
想
を
策

定
し
て
い
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　

木
材
資
材
の
緩
や
か
な
減
少
に
よ

る
燃
料
確
保
が
課
題
に
な
っ
て
く

る
と
思
う
。
エ
リ
ア
ン
サ
ス
と
か
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
ミ
ス
カ
ン
サ
ス
な
ど
大
き
な
植
物
が
あ

る
が
、耕
作
放
棄
地
対
策
と
あ
わ
せ
た
草
木

燃
料
の
検
討
も
視
野
に
入
れ
て
も
い
い
と

思
う
が
、
検
討
対
象
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

上
居
住
と
い
う
こ
と
に
緩
和
し
て
、
手
を
上

げ
る
方
が
使
い
や
す
い
よ
う
に
す
る
た
め
。

公
的
資
金
を
使
っ
て
個
人
の
資
産

形
成
を
支
援
し
て
い
る
制
度
で
あ

る
か
ら
、
厳
格
な
運
用
に
つ
い
て
姿
勢
を

明
確
化
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
う
が
、

そ
の
あ
た
り
に
つ
い
て
の
対
策
は
。

注
意
し
な
が
ら
厳
格
に
運
用
し
て

い
く
と
い
う
こ
と
と
、
考
え
方
を 

明
確
化
し
て
、
制
度
を
活
用
し
て
真
庭
に

移
り
住
ん
で
も
ら
え
る
人
が
、一
人
で
も
増

え
る
よ
う
空
き
家
が
活
用
さ
れ
る
よ
う
に

進
め
て
い
き
た
い
。

エ
リ
ア
ン
サ
ス
な
ど
の
農
地
利
用
型

の
作
物
に
つ
い
て
、
構
想
の
中
に
位

置
づ
け
る
か
ど
う
か
は
別
の
議
論
。
ニ
ー
ズ

も
踏
ま
え
な
が
ら
と
考
え
て
い
る
。
市
と
し

て
、バ
イ
オ
マ
ス
発
電
は
続
け
て
い
く
べ
き
だ

と
思
って
い
る
。
未
来
戦
略
会
議
の
中
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
議
論
の

中
で
よ
く
考
え
な
が
ら
、
ま
た
国
に
も
必
要

な
要
望
を
出
し
な
が
ら
議
論
し
て
い
き
た
い

と
思
って
い
る
。

■
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
等
登
録
促
進
奨

　
励
金

　
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
か
ら
、空
き
家
情
報

バ
ン
ク
等
登
録
促
進
奨
励
金
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

空
き
家
の
市
場
流
通
促
進
の
た
め
、
今

年
度
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
等
登
録
促
進
奨

励
金
を
新
設
し
、
補
助
金
額
の
拡
充
や
予

算
額
の
増
額
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
り

空
き
家
の
利
活
用
、市
内
への
定
住
促
進
及

び
地
域
の
活
性
化
を
図
って
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。空き

家
に
対
す
る
補
助
制
度
で
、10

年
を
3
年
に
緩
和
し
た
理
由
は
。

要
件
が
10
年
で
設
定
さ
れ
て
い
た

が
、対
象
を
拡
大
す
る
た
め
３
年
以

　
本
委
員
会
は
３
月
13
日
、５
月
15
日
に
開

催
し
、
各
担
当
部
局
の
出
席
を
求
め
、
調

査
研
究
を
行
い
ま
し
た
。

■
一
般
廃
棄
物
資
源
化
等
基
本
計
画
の
策

　
定
に
つ
い
て

　
上
下
水
道
課
よ
り
、
一
般
廃
棄
物
資
源

化
等
基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　
計
画
期
間
は
令
和
８
年
度
か
ら
令
和
22

年
度
ま
で
の
15
年
間
と
し
て
お
り
、
５
年
ご

と
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
生
活
排
水
処

理
基
本
計
画
に
つ
い
て
は
、
前
回
計
画
の
達

成
状
況
や
課
題
等
を
踏
ま
え
、数
値
目
標
、

基
本
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。数
値
目
標
に

つ
い
て
は
、
汚
水
衛
生
処
理
率
を
設
定
し
、

令
和
12
年
度
84
％
、
令
和
22
年
度
86
％
を

目
標
と
し
て
い
ま
す
。

公
共
下
水
道
の
整
備
エ
リ
ア
の
中

で
８
割
以
上
加
入
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
や
っ
て
い

る
は
ず
だ
が
、
街
中
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど

進
ん
で
い
な
い
。
普
及
さ
せ
る
た
め
の
具

体
策
に
つ
い
て
検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

《
産
業
観
光
部
》

産
業
建
設
常
任
委
員
会

《
建
設
部
》

問

問

問

問

答

答答

答
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ジムニーのボディーに使うワック

スやコーティング剤の実験
小椋 一郎Q 最近はまって

いることは？
議員への一問一答
を掲載します。議員の横顔 議員への一問一答 

を掲載します

に
い
て
も
、
理
想
は
同
じ
治
療
が

受
け
ら
れ
る
と
い
う
の
が
基
本
で

あ
る
。医
療
法
の
権
限
は
真
庭
市

に
は
全
く
な
い
。
基
本
は
県
が
責

任
を
持
っ
て
す
る
こ
と
。
ま
た
国

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
市
民
の
命
を
守
る
と
い
う
、
市

長
と
し
て
の
責
務
で
も
あ
る
。
住

み
よ
い
ま
ち
を
つ
く
る
の
に
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
医
療
関
係
の
充

実
を
や
っ
て
い
く
。
産
婦
人
科
に

関
し
て
は
、
医
療
圏
を
超
え
て
高

梁
、
新
見
、
吉
備
中
央
町
連
名

で
副
知
事
に
要
望
書
を
出
し
、
倉

吉
と
の
連
携
も
取
っ
て
い
る
。
ま

た
、
真
庭
市
の
医
師
会
長
を
は

じ
め
医
療
関
係
者
と
連
携
し
て
や

っ
て
い
く
。

　
真
庭
市
で
は
新
た
に
策
定
が

進
め
ら
れ
て
い
る「
こ
ど
も
の
権

利
条
例
」
に
つ
い
て
、総
合
政
策

課
よ
り
、そ
の
理
念
と
策
定
に
向

け
た
説
明
を
受
け
た
。子
ど
も
の

権
利
を
尊
び
社
会
全
体
で
支
え

る
と
い
う
理
念
自
体
に
は
、私
も

深
く
賛
同
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、真
庭
市
の
医
療
環
境

を
見
て
み
る
と
、市
内
の
産
婦
人

科
は
南
部
の
わ
ず
か
１
件
。

　
小
児
科
は
市
全
体
で
12
件
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
が
、そ
の
大

半
は
南
部
に
集
中
し
て
お
り
、北

部
地
域
で
は
小
児
科
、
産
婦
人

科
が
不
足
し
て
い
る
現
状
が
見

受
け
ら
れ
る
。
特
に
真
冬
、
北

部
の
子
育
て
世
代
や
妊
婦
さ
ん

は
夜
間
の
急
変
時
を
含
め
、近
く

に
病
院
が
無
い
不
安
を
強
い
ら

れ
て
い
る
。
産
婦
人
科
、
小
児

科
の
医
療
格
差
の
解
消
に
む
け
、

環
境
整
備
を
充
実
さ
せ
る
思
い

が
あ
る
の
か
２
点
確
認
し
た
い
。

　
①
産
婦
人
科
及
び
小
児
科
を
、

北
部
と
南
部
に
最
低
で
も
１
拠

点
は
確
保
す
る
こ
と
。

　
②
夜
間
の
救
急
医
療
に
も
対

応
で
き
る
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
。
こ
の
２
点
を
環
境
整
備
の
最

低
ラ
イ
ン
と
し
て
充
実
さ
せ
る
思

い
は
あ
る
の
か
。
現
状
維
持
で
市

民
に
耐
え
忍
ん
で
も
ら
う
の
か
、

市
長
の
見
解
と
決
意
を
伺
う
。

　
明
確
に
言
う
と
、
医
療
関
係
は

基
本
的
人
権
だ
と
い
う
捉
え
方

を
し
て
い
る
。
日
本
国
内
の
ど
こ

一
般
質
問

真庭市議会
６月 定 例 会

答
太
田
市
長

産
婦
人
科
、
小
児
科
の

充
実
を

６
月
定
例
会
の
議
事
録
は

９
月
上
旬
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す

二
次
元
コ
ー
ド
を
ス
マ
ホ
等
で
読
み
取
る
と
、一
般

質
問
が
視
聴
で
き
ま
す
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
個
人
質
問
は
800
字
以
内
で

質
問
し
た
議
員
本
人
が
ま
と
め
て
い
ま
す
。

問 小
椋  

一 

郎

政務活動費を公表 執行率73.1％

令和７年度政務活動費交付状況一覧（令和７年５月から令和８年３月分）（五十音順）

　政務活動費は、地方自治法に基づき「真庭
市議会政務活動費交付条例」で定められた議
員の調査研究、その他の活動に費やすため必
要な経費として交付されます。月額３万円を年

度当初に一括交付し、残余がある場合は返還す
ることになっています。真庭市議会では、１円
以上のすべての領収書の提出を求めており、精
算内容を議会ホームページに公開しています。 政務活動費

のページ

（円）
議員氏名 交付額 精算額 返還額

伊賀　基之 330,000 193,533 136,467
伊藤　義則 330,000 330,000 0
緒形　　尚　 330,000  259,098 70,902
奥　　侑樹 330,000 330,000 0
小椋　一郎 330,000 133,114 196,886
小田　康文 330,000 186,389 143,611
加藤　大悟 0 0 0 
黒川　　愛　 330,000 330,000 0
柴田　正志 330,000 299,913 30,087
庄司　史郎 330,000 245,459 84,541
妹島　弘和 330,000 330,000 0

議員氏名 交付額 精算額 返還額
妹尾　智之 330,000 143,135 186,865
田島　吉章 330,000 313,388 16,612
谷本　彰良 330,000 275,604 54,396
長尾　　修　 330,000 12,815 317,185
苦田　智子 330,000 103,257 226,743
西田　文子 330,000 319,287 10,713
葉廣　峰久 330,000 216,964 113,036
福島　一則 330,000 330,000 0
村上　善彦 330,000 103,257 226,743
森脇　正和 330,000 283,402 46,598
𠮷原　啓介 330,000 330,000 0
合　　計 6,930,000 5,068,615 1,861,385

太田昇市長

三ツ宗宏教育長

福山眞知子選挙管理
委員会委員長

答 弁 者

▶
医
療
格
差
の
解
消
を

　
（
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
）
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パ
ワ
ー
の
制
約
が
あ
る
中
で
、
ど

う
し
て
い
く
の
か
を
担
当
部
局

も
考
え
て
い
る
。

　
災
害
発
生
時
に
自
力
で
素
早

い
避
難
が
困
難
で
あ
る
市
民
を

対
象
に
個
別
避
難
計
画
を
作
成

し
て
い
る
が
、人
工
透
析
な
ど
医

療
支
援
が
必
要
な
市
民
は
ど
こ

に
避
難
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　

災
害
時
に
お
け
る
人
工
透
析

と
か
医
療
的
ケ
ア
な
ど
、
そ
う
い

う
医
療
支
援
が
必
要
な
市
民
の

方
に
つ
い
て
は
、
市
内
の
福
祉
避

難
所
に
ま
ず
行
っ
て
も
ら
う
。
た

だ
福
祉
避
難
所
で
専
門
的
な
医

療
機
器
と
か
医
療
従
事
者
が
常

駐
し
て
い
る
こ

と
は
難
し
い
の

で
、
そ
こ
か
ら

医
療
機
関
に
行

っ
て
も
ら
わ
な

い
と
駄
目
で
あ

る
。
平
常
時
か

ら
主
治
医
と
か

通
院
し
て
い
る

医
療
機
関
等
の

間
で
災
害
時
の
受
け
入
れ
体
制

と
か
連
絡
先
に
つ
い
て
個
別
に
相

談
し
て
も
ら
い
た
い
。
そ
う
い
う

個
別
の
対
応
も
お
願
い
し
た
い

し
、
こ
ち
ら
も
そ
う
い
う
チ
ェッ
ク

を
し
て
い
く
。

　
医
療
的
ケ
ア
児
訪
問
看
護
レ

ス
パ
イ
ト
事
業
の
実
情
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。利
用
者
の
希
望

に
過
不
足
な
く
対
応
で
き
て
い

る
か
。
ま
た
医
療
的
ケ
ア
児
訪

問
看
護
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
月

間
利
用
時
間
拡
充
の
検
討
を
し

た
内
容
や
経
緯
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

市
が
把
握
し
て
い
る
医
療
的

ケ
ア
児
は
３
名
で
、
そ
の
う
ち
２

人
が
こ
の
事
業
を
利
用
し
て
い

る
。
利
用
状
況
は
、
年
間
上
限

48
時
間
に
対
し
て
９
割
近
く
利

用
し
て
い
る
方
と
利
用
が
少
な
い

方
が
あ
る
。
現
時
点
で
は
大
き
な

障
害
は
生
じ
て
い
な
い
。
今
後
と

も
一
人
一
人
の
状
況
や
ニ
ー
ズ

を
把
握
し
な
が
ら
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
い
く
。年
間
利
用
時
間

の
拡
充
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
実

際
の
利
用
時
間
や
小
児
の
看
護

が
で
き
る
訪
問
看
護
事
業
所
の

人
員
体
制
を
勘
案
し
な
が
ら
マ
ン

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

　
5
月
6
日
、
福
島
県
郡
山
市

の
磐
越
自
動
車
道
に
お
い
て
、部

活
動
の
遠
征
中
に
生
徒
が
亡
く

な
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

起
き
た
。
事
故
後
、部
活
動
で
の

生
徒
の
送
迎
に
お
け
る
安
全
管

理
の
在
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　
本
年
度
か
ら
本
格
的
に
中
学

校
の
休
日
に
お
け
る
部
活
動
が

地
域
移
行
に
な
り
、各
ク
ラ
ブ
に

お
い
て
も
競
技
力
の
向
上
を
図

る
た
め
に
市
外
の
ク
ラ
ブ
等
と

対
外
試
合
を
行
う
こ
と
も
あ
る

と
考
え
る
。生
徒
の
送
迎
に
お
け

る
安
全
管
理
等
に
つ
い
て
、各
ク

ラ
ブ
に
対
し
何
か
具
体
的
な
指

導
等
を
行
っ
て
い
る
か
。

　
国
か
ら
の
通
知
も
あ
り
、
併
せ

て
具
体
的
に
は
移
動
計
画
、
あ
る

い
は
安
全
配
慮
に
つ
い
て
保
護
者

の
方
に
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
で

あ
る
と
か
、
引
率
者
の
バ
ス
へ
の

同
乗
と
か
、緊
急
時
の
連
絡
体
制

の
確
認
、
学
校
の
こ
と
な
の
で
児

童
・
生
徒
の
安
全
意
識
向
上
を
周

知
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

で
自
主
運
営
し
て
い
る
。

　
真
庭
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
52
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に

つ
い
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
市
民

へ
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
速
や

か
に
地
元
譲
渡
へ
の
取
り
組
み

を
行
う
べ
き
と
考
え
る
。

　

昨
年
度
改
定
し
た
公
共
施
設

等
総
合
管
理
計
画
の
全
体
方
針

に
お
い
て
、
利
用
者
が
極
端
に
少

な
い
施
設
や
利
用
者
が
限
定
的

な
使
用
状
況
の
施
設
に
つ
い
て
、

利
用
者
や
そ
の
地
域
への
十
分
な

説
明
を
行
っ
た
上
で
、
そ
の
地
域

への
譲
渡
が
可
能
か
ど
う
か
検
討

す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
、

進
捗
状
況
は
個
別
に
検
討
を
今

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
つ

い
て
、
合
併
後
、
落
合
、
北
房

な
ど
に
お
い
て
は
市
管
理
か
ら

地
元
管
理
に
と
い
う
こ
と
で
地

元
に
譲
渡
さ
れ
た
。
こ
れ
は
地

元
が
譲
渡
を
望
ん
だ
わ
け
で
は

な
く
、
市
か
ら
財
政
運
営
面
か

ら
譲
渡
す
る
と
言
わ
れ
、
や
む

な
く
受
け
入
れ
、
現
在
、
地
元

答
太
田
市
長

答
三
ツ
教
育
長

県
内
で
唯一実
施
さ
れ
て
い
る
、真
庭
市
医
療
的
ケ
ア
児

訪
問
看
護
レ
ス
パ
イ
ト
事
業

◀

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

の
公
平
性
は

問 庄
司 

史
郎

問 小
田 

康
文

レ
ス
パ
イ
ト
事
業
と
い
う

の
は
大
変
重
要
で
あ
る

個
別
の
対
応
を
お
願
い

し
た
い

問

ク
ラ
ブ
活
動
で
の
送
迎

時
の
安
全
管
理
は

問

地域で自主管理している天津老人憩いの家　日名
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全
国
の
自
治
体
で
デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
導
入
が
広
が

っ
て
い
る
。
利
用
者
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
24
時
間

い
つ
で
も
電
子
書
籍
を
借
り
る

こ
と
が
で
き
、
返
却
も
自
動
で

行
わ
れ
る
。図
書
館
へ
行
く
時
間

が
難
し
い
方
、
遠
方
に
住
む
方
、

子
育
て
中
の
方
、
高
齢
者
の
方
、

や
自
宅
で
安
心
し
て
読
書
や
学

び
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
つ
な
が
る
。誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
学
び
の
実
現
に

向
け
て
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
に
ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
感

じ
て
い
る
か
。
教
育
長
に
伺
う
。

　
児
童・生
徒
の
読
書
活
動
、
探

究
活
動
、
そ
う
い
っ
た
部
分
を
支

え
学
び
を
広
げ
る
上
で
有
効
な

手
段
の
一
つ
だ
と
考
え
る
。

　
特
に
発
達
障
が
い
に
よ
っ
て
読

書
に
苦
手
意
識
の
あ
る
児
童
・
生

徒
、
様
々
な
背
景
に
よ
っ
て
教
室

に
入
り
づ
ら
い
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
は
学
び
への
ア
ク
セ
ス
と

い
う
意
味
で
は
非
常
に
大
き
な

助
け
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

　

学
校
図
書
館
と
市
立
図
書

館
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
資
料
も

一
元
化
さ
れ
て
い
る
。
い
ろ
い

ろ
な
と
こ
ろ
が
一
緒
に
動
い
て

い
る
状
況
な
の
で
、
そ
こ
と
の

連
携
の
強
化
や
コ
ン
テ
ン
ツ
の

内
容
、
あ
る
い
は
利
用
対
象
、

活
用
方
法
、
そ
う
い
っ
た
も
の

を
整
理
し
な
が
ら
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
可
能
性
が
あ
る
の
か
と
い

う
こ
と
も
含
め
て
研
究
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

 　
真
庭
市
は
原
則
自
治
会
か
ら

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
愛
育

委
員
等
が
選
出
さ
れ
て
い
る
。し

か
し
、以
前
は
出
せ
た
自
治
会
も

委
員
を
出
せ
な
く
な
っ
た
り
し

て
い
る
。共
生
社
会
が
う
た
わ
れ

て
約
５
年
た
つ
が
、
ほ
と
ん
ど
の

委
員
が
女
性
で
あ
る
。
自
治
会

の
役
員
の
多
く
は
男
性
で
あ
る
。

委
員
の
仕
事
の
内
容
が
縦
社
会

の
ま
ま
で
、内
容
が
重
複
し
て
い

る
も
の
も
あ
る
。
地
域
社
会
と

行
政
の
協
働
を
進
め
る
た
め
に

も
、ど
の
よ
う
な
体
制
を
つ
く
っ

て
い
く
の
か
市
長
に
問
う
。

　

栄
養
委
員
は
食
育
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
、
愛
育
委
員
も
公

募
、自
己
推
薦
で
担
い
手
を

募
っ
て
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
地
域
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
人
口
減
少
、少
子
高
齢

化
の
中
で
変
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
環
境
に
対
応
し
て

大
改
革
を
し
な
け
れ
ば
生

い
の
は
、焼
却
炉
を
持
た
な
い
町

が
町
外
で
焼
却
・
埋
め
立
て
さ
れ

る
20
％
を
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
に

生
産
者
と
一
緒
に
考
え
る
と
教

わ
っ
た
点
で
あ
る
。

　
真
庭
市
は
、出
た
資
源
を
循
環

利
用
す
る
イ
ン
フ
ラ
を
作
っ
た
。

　
し
か
し
目
的
は
ゴ
ミ
を
出
さ

な
い
こ
と
だ
と
思
う
が
市
長
に

問
う
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
35
％
か
ら
50

％
に
し
た
い
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

資
源
化
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進

め
て
い
く
。啓
発
も
図
っ
て
い
く
。

き
延
び
て
い
け
な
い
認
識
を
も
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
思

っ
て
い
る
。

　
環
境
省
が
公
表
し
た
２
０
２
４

年
度
の
一
般
廃
棄
物
処
理
事
業

実
態
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
人

口
50
万
人
以
上
の
都
市
で
、一
人

一
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量
が

最
も
少
な
い
の
が
東
京
都
八
王

子
市
で
690・９ｇ
だ
っ
た
。
真
庭

市
が
895ｇ
で
あ
る
。八
王
子
市
は

20
年
か
け
て
ゴ
ミ
を
出
さ
な
い

こ
と
を
推
進
し
て
き
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。「
ゼ
ロ・ウ
ェ
イ
ス
ト

宣
言
」を
し
た
上
勝
町
は
リ
サ
イ

ク
ル
率
80
％
を
実
現
し
た
。す
ご

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

地
域
を
元
気
に
す
る
た

め
の
体
制
づ
く
り

答
三
ツ
教
育
長

一 般 質 問

問 伊
藤 

義
則

問 緒
形  

尚

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、多
様
な

市
民
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　
特
に
、支
援
の
必
要
な
子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
大
き
な
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
る
。
例
え
ば
、

発
達
特
性
の
あ
る
子
ど
も
や
文

字
を
読
む
こ
と
に
困
難
を
抱
え

る
子
ど
も
に
と
っ
て
、電
子
書
籍

の
読
み
上
げ
機
能
や
文
字
サ
イ

ズ
変
更
、背
景
色
変
更
な
ど
は
一

人
一
人
に
合
わ
せ
た
読
み
方
に

つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
教
室

に
入
り
づ
ら
い
子
ど
も
や
不
登

校
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、別
室

支
援
の
必
要
な
子
ど
も

に
大
き
な
可
能
性

一人
一日
当
た
り
の
ご
み

排
出
量
は

問

1人1日当たりのごみ排出量

▶「
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
」の
イ
メ
ー
ジ
図

　
（
生
成
Ａ
Ｉ
で
作
成
）
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設
計
し
て
い
く
。
中
山
間
地
域
の

維
持
コ
ス
ト
が
反
映
さ
れ
た
財
政

措
置
と
な
る
よ
う
、国
へ
積
極
的
に

提
言
し
て
い
く
。

　
議
員
指
摘
の
と
お
り
、
ま
に
あ

ぷ
り
と
の
連
携
を
標
榜
し
本
事
業

に
応
募
し
て
い
る
。
技
術
的
な
連

携
方
法
は
国
と
協
議
を
進
め
る
。

財
政
措
置
に
つ
い
て
は
普
通
交
付

税
算
定
も
視
野
に
入
れ
て
要
望
し

て
い
く
。
市
外
転
出
し
た
若
者
と

の
継
続
的
な
つ
な
が
り
を
保
つ
取

り
組
み
も
本
制
度
と
連
携
を
図
り

つつ
推
進
し
た
い
。

　
国
は
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

を
設
け
る
と
の
こ
と
だ
が
、本
市

に
は
ま
に
あ
ぷ
り
と
い
う
先
進

的
な
デ
ジ
タ
ル
基
盤
が
あ
る
。API

連
携
等
に
よ
る
柔
軟
な
接
続
を

求
め
る
べ
き
と
考
え
る
。
ま
た
、

登
録
数
・
活
動
実
績
に
応
じ
た

交
付
税
算
定
な
ど
中
山
間
地
域

の
実
情
を
反
映
し
た
財
政
措
置

の
実
現
に
つ
い
て
も
、
モ
デ
ル
自

治
体
と
し
て
国
へ
積
極
的
に
提

言
す
る
考
え
は
あ
る
か
。
さ
ら

に
、プ
レ
ミ
ア
ム
登
録
の
確
保
と

継
続
的
関
与
の
仕
組
み
づ
く
り
、

特
に
進
学・就
職
で
市
外
転
出
し

た
若
者
を
対
象
と
し
た
仮
想
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
、
旅
先
納
税

を
含
め
た
総
体
的
な
地
域
財
源

確
保
の
動
線
設
計
に
つ
い
て
も

考
え
を
伺
い
た
い
。

　

議
員
と
問
題
意
識
は
全
く
同

じ
で
あ
る
。
国
が
制
度
を
打
ち
出

す
前
か
ら
総
務
省
と
接
触
し
、
ま

に
あ
ぷ
り
と
の
連
携
を
構
想
し
て

き
た
。
庁
内
に
検
討
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
て
お
り
、
既
存
基
盤
と
国

の
共
通
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
の
連

携
を
実
装
レ
ベ
ル
で
検
討
し
て
い

る
。真
庭
の
魅
力
を
高
め
な
が
ら
、

地
域
活
動
への
参
加
か
ら
ふ
る
さ

と
納
税
・
旅
先
納
税
への
動
線
を

　
人
口
減
少
が
進
む
中
、
国
は

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度
を
創

設
し
、本
市
は
モ
デ
ル
事
業
自
治

体
に
選
出
さ
れ
た
。
本
制
度
は
、

住
民
票
は
な
い
が
地
域
に
継
続

的
に
関
わ
る
人
々
を「
ふ
る
さ
と

住
民
」
と
し
て
新
た
な
地
域
基

盤
に
位
置
づ
け
る
制
度
で
あ
る
。

特
別
交
付
税
措
置
等
の
財
政
措

置
も
伴
う
こ
と
か
ら
、地
域
経
営

の
重
要
な
転
換
点
と
な
り
得
る

制
度
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
太
田
市
長

答
木
村
総
合
政
策
部
長

総務省「ふるさと住民登録制度の創設について」

ふ
る
さ
と
住
民
登
録
と

地
域
基
盤
の
刷
新

問 田
島 

吉
章

　
令
和
８
年
３
月
末
に
廃
止
さ
れ

た
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
具
体
的
な

廃
止
理
由
や
経
緯
、
市
民
や
観
光

客
へ
の
影
響
は
ど
う
か
。ま
た
、災

害
時
の
避
難
所
に
お
け
る
通
信
環

境
の
確
保
を
含
め
た
今
後
の
代
替

サ
ー
ビ
ス
の
運
用
方
針
を
問
う
。

　

食
品
の
消
費
税
率
ゼ
ロ
％
化

が
検
討
さ
れ
て
い
る
。小
規
模
な

農
家
や
事
業
者
が
仕
入
れ
で
支

払
っ
た
消
費
税
の
還
付
に
は
煩

雑
な
還
付
申
告
が
必
要
。
そ
の

事
務
負
担
に
よ
り
離
農
や
廃
業

が
懸
念
さ
れ
る
。負
担
軽
減
の
た

め
、専
門
家
派
遣
や
会
計
ソ
フ
ト

導
入
や
高
齢
農
家
を
対
象
と
し

た
記
帳
代
行
な
ど
の
支
援
策
を

求
め
る
。
ま
た
、海
外
市
場
へ
真

庭
産
の
葡
萄
や
お
酒
を
輸
出
し

て
い
る
方
へ
の
支
援
は
考
え
て
い

な
い
か
。

　

国
の
税
法
制
改
正
で
あ
り
国

が
行
う
の
が
基
本
だ
が
、
市
と
し

て
出
来
る
事
は
し
て
い
く
。
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
導
入
時
か
ら
、
商
工

会
に
お
い
て
税
理
士
へ
の
相
談
体

制
を
構
築
し
継
続
中
で
あ
る
。会

計
ソ
フ
ト
導
入
や
記
帳
代
行
な

ど
の
Ｄ
Ｘ
化
に
は
、
国
や
県
の
支

援
策
も
あ
る
。

　

輸
出
事
業
者
の
仕
入
税
額
控

除
等
に
よ
る
資
金
繰
り
で
困
窮

す
る
声
が
あ
れ
ば
、商
工
会
や
JA

等
と
連
携
し
必
要
な
対
策
を
実

施
す
る
。

　
ス
マ
ホ
の
普
及
や
携
帯
各
社
の

大
容
量
通
信
プ
ラ
ン
の
一
般
化

に
よ
り
利
用
者
が
大
幅
に
減
少
、

費
用
対
効
果
や
今
後
の
維
持
管

理
費
の
面
か
ら
終
了
を
決
断
し

た
。
図
書
館
等
で
の
個
別
対
応
で

影
響
は
限
定
的
。
地
域
全
域
で

の
一
律
な
再
整
備
は
行
わ
な
い
。

指
定
避
難
所
と
な
る
市
内
小
中

学
校
に
お
い
て
は
、
災
害
発
生
時

に
既
存
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
の

通
信
回
線
を
迅
速
に
避
難
市
民
へ

一
般
開
放
し
、
臨
時
の
通
信
環

境
を
確
実
に
確
保
す
る
。

　
エ
ス
パ
ス
は
同
一
施
設
内
の
図

書
館
の
Wi
―

Fi
電
波
が
届
く
エ

リ
ア
を
有
効
活
用
し
て
も
ら
い

た
い
。

問食
品
に
係
る
消
費
税
ゼ
ロ
％

へ
の
対
応
は

◀
更
新
さ
れ
た
図
書
館
の
フ
リ
ー 

Wi-

Fi

ま
に
わ
フ
リ
ー
Wi‌

ー
Fi
の

今
後
の
展
開
は

問 谷
本 

彰
良

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
広
岡
危
機
管
理
監

答
伊
藤
産
業
観
光
部
長
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内
閣
官
房
が
令
和
７
年
７
月

９
日
に
開
催
し
た
女
性
用
ト
イ

レ
に
お
け
る
行
列
問
題
の
改
善

に
向
け
た
関
係
府
省
連
絡
会
議

の
女
性
用
ト
イ
レ
に
係
る
行
列

問
題
の
改
善
説
明
資
料
で
日
常

よ
く
利
用
す
る
ト
イ
レ
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査（
平
成
28
年

12
月
）
に
よ
れ
ば
、
行
列
に
つ
い

て
不
便
、不
満
、不
安
と
回
答
し

た
割
合
は
、
駅
44.0
％
、
バ
ス
タ
ー

ミ
ナ
ル
な
ど
44.2
％
、大
規
模
商
業

　
市
役
所
の
職
員
間
で
い
じ
め
ま
た

は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
等
が
発
生
し
、
本

人
か
ら
上
司
に
申
告
さ
れ
た
場
合
の

対
応
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
平
成
29
年
に
真
庭
市
職
員
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に
関
す
る
規
則

を
定
め
て
相
談
窓
口
も
設
置
し
て
お

り
、
関
係
者
への
聞
き
取
り
等
に
よ

る
事
前
確
認
を
丁
寧
に
行
う
。

施
47.6
％
、公
園
等
公
衆
ト
イ
レ
2.1

％
、
職
場
5.3
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
近
県
の
状
況
を
見
る
と
、
山

口
県
萩
市
の
公
共
施
設
の
ト
イ

レ
に
係
る
整
備
方
針（
第
７
次
改

訂
版
）
の
中
で
、男
性
小
便
器
数

と
女
性
便
器
数
の
比
は
お
お
む

ね
１
対
２
に
す
る
こ
と
を
目
安

と
す
る
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、真
庭
市

の
庁
舎
を
含
め
た
公
共
施
設
、

観
光
施
設
や
駅
舎
等
の
女
性
ト

イ
レ
の
器
数
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
認
識
か
。

　
ま
た
、
今
後
、
女
性
利
用
者

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
の
実
施
や
ト
イ
レ
の
整
備
方

針
の
考
え
を
市
長
に
伺
う
。

　

本
市
に
お
け
る
男
性
用
小
便

器
数
と
女
性
便
器
数
の
比
率
は

お
お
む
ね
１
対
0.79
で
あ
る
。
も
う

少
し
女
性
便
器
数
を
増
や
し
て
い

く
と
い
う
必
要
が
数
字
と
い
う
面

で
は
あ
る
か
と
思
う
。
ア
ン
ケ
ー

ト
に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通
省
が

令
和
７
年
に
実
施
し
た
日
常
で
よ

く
利
用
す
る
ト
イ
レ
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
、
最
新
調
査

の
結
果
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
活

用
し
て
女
性
用
ト
イ
レ
の
現
状
の

把
握
に
今
後
と
も
努
め
て
い
く
。

い
な
い
。
全
体
の
園
長
会
へ
の
参

加
は
一
度
も
な
い
。

　
高
齢
者
の
増
加
で
、ヒ
ヤ
リ
ン

グ
フ
レ
イ
ル
（
聴
こ
え
の
衰
え
）

の
方
が
増
え
て
い
る
。
難
聴
は

認
知
症
発
症
の
危
険
因
子
と
さ

れ
て
い
る
。
高
齢
者
の
健
康
寿

命
延
伸
、
認
知
症
予
防
、
医
療

費
・
介
護
費
削
減
の
観
点
か
ら
、

高
齢
者
の
健
診
、
人
間
ド
ッ
ク
に

聴
力
検
査
を
位
置
づ
け
、
補
聴

器
購
入
補
助
制
度
の
導
入
が
必

要
で
は
な
い
か
。

　
今
後
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
中

で
課
題
で
あ
る
。
本
年
度
、
岡
山

市
が
実
施
し
て
い
る
「
聴
こ
え
の

講
座
」
を
試
験
的
に
導
入
す
る
。

る
こ
と
は
審
査
の
信
頼
性
を
損

な
う
。
ま
た
、同
園
は
、理
学
療

法
士
等
と
の
契
約
、相
談
員
の
配

置
、
園
長
会
へ
の
参
加
等
に
つ
い

て
提
案
し
て
い
る
が
検
証
し
て

い
る
の
か
。
次
に
、プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
は
一
般
競
争
入
札
の
完

成
検
査
の
よ
う
な
評
価・検
証
が

な
い
。プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
厳

格
性
を
高
め
る
た
め
に
、事
後
検

証
の
制
度
が
必
要
と
考
え
る
。

　
定
員
数
は
、実
際
の
利
用
状
況

や
経
営
実
態
と
整
合
性
を
図
っ

た
。
た
だ
、
当
初
ど
お
り
に
す
る

こ
と
は
当
然
で
、
利
用
定
数
の
拡

大
を
含
め
て
協
議
し
て
い
く
。
専

門
家
と
の
連
携
な
ど
は
、
実
施
方

法
の
見
直
し
や
段
階
的
な
実
施

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
継

続
し
て
指
導
す
る
。
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
審
査
は
、
事
後
チ
ェッ
ク
を
す

る
。
そ
う
い
う
こ
と
は
当
然
な
の

で
、
改
良
を
加
え
る
も

の
は
、
加
え
て
い
く
。

　

定
数
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
子
ど
も・
子
育
て

会
議
も
認
め
て
い
る
。理

学
療
法
士
等
と
の
契
約

に
つ
い
て
は
、
確
認
し
て

　
市
は
民
間
こ
ど
も
園
を
募
集

し
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
の
結

果
、B
こ
ど
も
園
は
定
数
122
名
の

応
募
で
決
定
し
た
。同
園
の
入
園

者
は
本
年
度
67
名
で
、一
度
も
定

員
数
を
満
た
し
て
い
な
い
。市
は

利
用
定
数
を
99
名
に
変
更
し
た

が
、提
案
内
容
が
実
行
さ
れ
な
い

ま
ま
事
業
者
の
要
望
を
追
認
す

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

JR姫新線 久世駅トイレ　久世

女
性
便
器
数
を
増
や
す

必
要
が
あ
る

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
審
査
は

事
後
検
証
を

加
藤 

大
悟

問

問 伊
賀 

基
之

問い
じ
め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

は
、
基
本
的
人
権
問
題

問健
診
で
聴
力
検
査
・

補
聴
器
補
助
実
施
を

一 般 質 問

答
樋
口
健
康

福
祉
部
長

▶
い
ろ
い
ろ
な
補
聴
器
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市
役
所
を
訪
ね
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合
と
い
つ
で
も
ど
こ

で
も
す
ぐ
に
情
報
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
場
合
、
潜
在
的
な
立
候

補
者
の
歩
留
り
に
は
雲
泥
の
差

が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な

い
。次
回
選
挙
に
向
け
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
案
内
の
整
備
、
ポ
ス
タ
ー
掲

示
場
情
報
の
デ
ジ
タ
ル
化
、公
開

は
可
能
か
。

　
デ
ジ
タ
ル
化
への
対
応
が
必
要
で

あ
る
。ワ
ン
ス
トッ
プ
情
報
提
供
は
、

立
候
補
検
討
段
階
か
ら
の
理
解
促

進
や
政
治
参
加
の
意
欲
向
上
に
つ

な
が
る
有
効
な
取
り
組
み
。ポ
ス
タ

ー
掲
示
場
の
位
置
情
報
の
デ
ジ
タ

ル
化
と
公
開
も
一
定
の
効
果
が
期

待
で
き
る
。実
現
に
向
け
て
検
討
を

進
め
、
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

　
真
庭
市
で
は
個
人
の
認
識
が

低
い
。子
ど
も
を
愛
し
大
事
に
育

て
る
こ
と
と
権
利
主
体
と
し
て

尊
重
す
る
こ
と
は
全
く
異
な
る
。

①
子
ど
も
は
ど
ん
な
存
在
か
。②

第
三
者
機
関
の
権
利
救
済
制
度

が
設
置
さ
れ
る
か
。

　
①
子
ど
も
の
人
権
を
尊
重
す
る

と
は
全
て
の
人
の
人
権
を
尊
重
す

る
こ
と
。価
値
観
の
変
革
が
要
る
。

憲
法
13
条
の
「
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
る
」
の
意
味
を
理
解
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
②
他
自
治
体
の
制
度

も
照
会
し
、
検
討
を
進
め
る
。

　

①
子
ど
も
は
個
人
の
権
利
主

体
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
べ
き
存
在

だ
。
大
人
が
ど
う
関
わ
る
か
と
い

う
私
た
ち
自
身
の
在
り
方
を
問

い
直
す
契
機
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
特
に
大
切
に
し
た
い
の
は
、大

人
が
変
わ
る
と
い
う
視
点
。

　
世
界
各
国
で
燃
料
節
約
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。日
本
だ

け
が
危
機
か
ら
目
を
背
け
て
い

る
よ
う
に
思
う
。自
治
体
で
も
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 　
日
頃
か
ら
脱
炭
素
や
省
エ
ネ
に

関
す
る
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。

　
成
果
と
課
題
、
今
後
は
。
情

報
保
障
を
防
災
や
情
報
ア
ク
セ

シ
ビ
リ
テ
ィ
全
体
へ
ど
う
広
げ
る

か
。
手
話
は
福
祉
だ
け
で
は
な

い
。
他
者
を
知
り
、共
に
生
き
る

学
び
で
も
あ
る
。

　
ロ
ー
ド
マッ
プ
を
作
成
し
、推
進

し
、市
民
に
も
変
化
が
見
ら
れ
る
。

「
手
話
は
言
語
」が
前
提
。
課
題

は
、
手
話
を
日
常
的
に
使
え
る
市

民
が
少
な
く
、
地
域
社
会
全
体
で

ろ
う
者
を
日
常
的
に
支
え
合
う
体

制
づ
く
り
。
啓
発
活
動
も
継
続
、

強
化
。

　
高
齢
者
、

障
が
い
者
、

外
国
籍
市

民
な
ど
、

誰
も
が
情

報
を
等
し

く
受
け
取

り
自
分
ら

し
く
暮
ら

す
と
い
う

　
調
査
結
果
を
分
析
し
、
こ
の
問

題
に
真
剣
に
対
応
し
て
い
く
。
参

加
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
情
報

発
信
を
進
め
る
。

　

人
や
場
所
を
つ
な
ぎ
、
活
動
の

場
づ
く
り
や
若
手
支
援
につ
な
げ
、

力
を
入
れ
て
い
く
。

　
文
化
芸
術
は
人
が
生
き
る
上
で

精
神
的
な
豊
か
さ
や
、
寛
容
性
、

想
像
力
、
創
造
性
を
育
む
重
要
な

役
割
を
持
つ
。
関
わ
り
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
る
。

の
は
、
一
つ
の
権
利
。
行
政
全
体

で
、情
報
ア
ク
セ
シ
ビ
リ
テ
ィ
全
体

の
水
準
を
引
き
上
げ
る

　
体
験
や
講
座
、
普
及
・
理
解
促

進
に
努
め
て
き
た
。
手
話
は
単
に

教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
共
に
生

き
る
中
で
成
立
す
る
言
語
。
学
校

教
育
と
生
涯
学
習
の
接
続
を
重

視
し
、人
が
つ
な
が
り
、学
び
、体

験
す
る
機
会
の
充
実
に
努
め
る
。

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、１
年
間

に
文
化
的
な
催
し
を
鑑
賞
・
参

加
・
経
験
し
た
人
は
約
34
％
で
減

少
傾
向
。
理
由
は
「
興
味
が
な

い
」。

　
各
地
域
に
様
々
な
取
り
組
み

が
あ
る
。「
こ
の
地
域
に
は
こ
ん

な
事
を
頑
張
っ
て
い
る
方
々
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
、
市
全
体
を

見
渡
し
、
考
え
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
確
保
、
作
家
の
活
動
支

援・場
づ
く
り
、
若
手
育
成
、
文

化
芸
術
を
地
域
で
支
え
る
取
り

組
み
を
。

こ
ど
も
の
権
利
条
例

立
候
補
情
報
ア
ク
セ
ス

問問

文
化
芸
術
を
地
域
で

支
え
る

問

答
太
田
市
長

答
石
田
生
活
環
境
部
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
福
山
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

答
三
ツ
教
育
長

答
三
ツ
教
育
長

問 黒
川 

　愛

手
話
言
語
条
例
制
定

５
周
年

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
危
機

対
応 問 奥

　 

侑
樹

答
三
ツ
教
育
長

▶
真
庭
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
の
会
や
ま
な
み
第
27
回
総
会

一般質問概要インフォグラフィック
（生成AIで作成）
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中
東
情
勢
の
長
期
化
に
よ
る

原
油
輸
入
量
の
減
少
、ナ
フ
サ
不

足
の
深
刻
な
影
響
は
、単
に
エ
ネ

ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
に
と
ど
ま

ら
ず
、事
業
活
動
に
不
可
欠
な
ビ

ニ
ー
ル
製
品
か
ら
梱
包
包
材
に

至
る
ま
で
、あ
ら
ゆ
る
事
業
者
の

現
場
に
お
い
て
、出
荷
制
限
や
異

常
な
価
格
改
定
の
波
が
押
し
寄

態
が
深
刻
化
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
る
。

　
そ
こ
で
、熱
中
症
リ
ス
ク
が
高

ま
る
時
間
帯
に
合
わ
せ
、告
知
放

送
を
活
用
し
、
エ
ア
コ
ン
の
使
用

や
水
分
補
給
を
促
す
注
意
喚
起

の
放
送
を
実
施
す
る
考
え
は
あ

る
か
。

　

市
に
お
い
て
熱
中
症
特
別
警

戒
ア
ラ
ー
ト
の
発
表
時
に
は
、
熱

中
症
予
防
行
動
の
徹
底
を
呼
び

か
け
る
臨
時
の
告
知
放
送
を
し
て

い
る
。　
　
　
　
　

　
熱
中
症
リ
ス
ク
が
高
ま
る
時
間

帯
に
合
わ
せ
て
の
追
加
の
放
送
は
、

必
要
が
あ
れ
ば
し
て
い
く
。

せ
て
い
る
。市
と
し
て
早
急
に
手

を
打
た
な
け
れ
ば
、地
域
経
済
の

底
が
抜
け
て
し
ま
う
の
で
は
な

い
か
と
強
く
懸
念
を
し
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、市
は
事
業
者
が
直
面

し
て
い
る
実
態
を
把
握
し
、危
機

意
識
を
共
有
で
き
て
い
る
の
か
。

　
市
と
し
て
も
、
市
内
企
業
への

影
響
の
問
題
、
そ
し
て
今
ど
ん
な

状
況
で
困
っ
て
い
る
と
か
、
そ
う

い
う
こ
と
を
調
査
し
て
い
る
。

　
真
庭
だ
け
で
で
き
る
こ
と
は
限

ら
れ
て
い
る
が
、
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
、
真
庭
で
で
き
る
こ
と
は

真
庭
で
や
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
岡
山
県
に
も
出
し
、
必
要
が
あ

れ
ば
国
に
も
出
し
て
い
く
。

　
昨
年
７
月
30
日
、久
世
で
40.3
度

を
記
録
し
、
中
国
地
方
観
測
史

上
、
初
の
40
度
超
え
で
あ
っ
た
。

ま
た
昨
年
は
、
100
人
が
救
急
搬

送
を
さ
れ
て
い
る
。

　
特
に
高
齢
者
は
、
暑
さ
を
感

じ
に
く
い
、
喉
の
渇
き
を
自
覚

し
に
く
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
事

熱
中
症
対
策
に
告
知

放
送
で
注
意
喚
起
を

問 答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

　
政
府
は
、
２
０
２
６
年
５
月
28

日
か
ら
新
た
な
防
災
気
象
情
報

の
運
用
を
開
始
し
た
。
レ
ベ
ル
５

特
別
警
報
、
レ
ベ
ル
４
危
険
警

報
、
レ
ベ
ル
３
警
報
、
レ
ベ
ル
２

注
意
報
と
統
一
さ
れ
た
。

　
ま
た
、自
治
体
の
避
難
情
報
も

警
戒
レ
ベ
ル
等
に
基
づ
き
判
断

し
、
レ
ベ
ル
５
緊
急
安
全
確
保
、

レ
ベ
ル
４
避
難
指
示
な
ど
、住
民

が
避
難
行
動
を
取
り
や
す
い
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。以
下
の
点

に
つ
い
て
伺
う
。

　
①
屋
外
防
災
告
知
放
送
施
設

の
聞
こ
え
に
く
い
地
域
に
つ
い

て
、豪
雨
や
災
害
発
生
時
に
お
い

て
屋
外
防
災
告
知
放
送
施
設
か

ら
の
放
送
が
聞
き
取
り
に
く
い

地
域
は
市
内
に
存
在
し
な
い
の

か
、
現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

　
②
耳
の
不
自
由
な
方
や
高
齢

者
、
ま
た
日
本
語
の
理
解
が
十

分
で
な
い
外
国
人
住
民
に
と
っ

て
避
難
情
報
を
確
実
に
受
け
取

り
、迅
速
な
避
難
行
動
に
つ
な
げ

る
上
で
有
効
と
考
え
る
。
防
災

き
テ
レ
ビ
の
Ｌ
字
テ
ロ
ッ
プ
放
送

も
あ
る
。
外
国
籍
市
民
の
方
々
が

増
え
て
い
る
、
多
言
語
対
応
も
非

常
に
重
要
で
あ
る
。

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
８
言
語
に
対

応
の
翻
訳
機
能
を
導
入
し
、
大

規
模
災
害
時
に
は
表
示
を
切
り

替
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
必
要
な
情

報
に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
構
成
を

取
っ
て
い
る
。
防
災
情
報
を
発
信

す
る
目
的
は
、
市
民
一
人
一
人
に

な
る
べ
く
早
く
確
実
に
情
報
が
伝

わ
っ
て
身
の
安
全
を
守
っ
て
も
ら

う
、
今
後
も
様
々
な
伝
達
手
段
を

最
大
限
活
用
し
、
工
夫
を
し
て
対

応
し
て
い
く
。

情
報
の
デ
ジ
タ
ル
配
信
の
強
化

及
び
多
言
語
対
応
も
含
め
た
今

後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
市
長

の
所
見
を
伺
う
。

　
①
屋
外
の
施
設
は
、
豪
雨
や
強

風
の
状
況
、ま
た
設
置
場
所
や
ス
ピ

ー
カ
ー
の
向
き
な
ど
に
よ
っ
て
音
声

が
聞
き
取
り
に
く
い
場
合
も
あ
る
。

　

②
情
報
行
政
告
知
端
末
の
放

送
、
真
庭
市
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、

メ
ー
ル
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
い
き
い

防
災
・
地
域
の
安
心
安

全
を

事
業
者
を
守
る

緊
急
支
援

一 般 質 問

問 妹
島 

弘
和

問 妹
尾 

智
之

室内での熱中症には要注意！（生成AIで作成）

▶
新
た
な
防
災
気
象
情
報
の
情
報
体
系
と

　
そ
の
名
称
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導
す
る
こ
と
は
避
け
て
い
く
。

　

①
一
定
の
消
臭
効
果
が
あ
る

が
、生
徒
の
方
で
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
検
討
し
て
い
る
の
で
、見
守
り
た

い
。
必
要
な
後
方
支
援
は
す
る
。

　

②
生
徒
が
市
内
事
業
者
や
関

係
す
る
企
業
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

っ
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

過
程
を
大
切
に
し
て
や
っ
て
い
く
。

　

③
今
年
度
か
ら
生
徒
が
主
体

的
に
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
発

信
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
一
方
的
に
専
門
家

を
入
れ
る
よ
り
、
高
校
の
中
で
生

徒
を
主
体
に
議
論
を
し
、
発
信
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　
こ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、高
校
に

伝
え
て
い
く
。

か
け
た
も
の
を
液
肥
プ
ラ
ン
ト

に
入
れ
る
と
メ
タ
ン
ガ
ス
の
発

生
に
効
果
が
あ
り
、出
来
た
液
肥

は
農
業
に
活
用
さ
れ
、放
置
竹
林

が
循
環
型
社
会
を
つ
く
る
と
い

う
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
い
く

た
め
提
案
す
る
。

　
①
竹
パ
ウ
ダ
ー
を
生
ご
み
収

集
容
器
と
一
緒
に
設
置
し
て
は

ど
う
か
。
生
ご
み
を
入
れ
た
後
、

竹
パ
ウ
ダ
ー
を
振
り
か
け
て
も

ら
う
と
、次
に
来
た
人
が
不
快
な

思
い
を
す
る
こ
と
が
無
く
な
る
。

　
②
市
が
竹
パ
ウ
ダ
ー
の
製
造

業
者
を
公
募
し
、
機
械
の
導
入

支
援
を
し
て
は
ど
う
か
。

　
③
高
校
生
の
取
り
組
み
や
学

校
生
活
の
こ
と
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発

信
し
た
く
て
も
い
い
形
で
発
信

で
き
て
い
な
い
。
情
報
発

信
に
も
力
を
入
れ
、
専
門

知
識
の
あ
る
人
材
が
高
校

に
入
る
支
援
を
し
て
は
ど

う
か
。

　

高
校
生
の
探
究
活
動
が

継
続
し
て
い
る
こ
と
は
大
切

に
思
う
。
ゆ
め
学
び
創
造
基

金
を
活
用
し
て
関
係
者
が

サ
ポ
ー
ト
し
、
こ
こ
ま
で
来

て
い
る
。
高
校
生
の
主
体
性

を
尊
重
し
、
こ
ち
ら
か
ら
誘

　
空
家
対
策
に
お
い
て
最
重
要

な
の
は
、
活
用
と
い
っ
た
夢
物
語

ば
か
り
を
描
く
の
で
は
な
く
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
守

る
た
め
に
空
家
を
ど
う
す
る
か
、

と
い
う
危
機
管
理
の
視
点
で
は

な
い
か
。

　

環
境
や
景
観
の
悪
化
防
止
、

老
朽
化
建
物
や
管
理
不
全
土
地

等
に
起
因
す
る
リ
ス
ク
の
低
減
、

そ
れ
か
ら
何
よ
り
も
所
有
者
責

任
の
意
識
喚
起
、こ
こ
の
部
分
が

重
要
だ
と
思
う
。

　
対
策
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
市
の
姿
勢
と
、
こ
う
い
う
ふ

う
に
や
っ
て
い
き
た
い
ん
だ
と
い

う
方
向
性
を
示
す
ツ
ー
ル
と
し

て
、
条
例
と
い
う
も
の
は
必
要
。

推
進
体
制
を
も
っ
と
強
力
に
機

能
す
る
よ
う
に
組
み
立
て
て
い

く
こ
と
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

一
生
懸
命
や
る
が
、
と
に
か
く

住
宅
の
５
年
ご
と
の
調
査
を
見
て

も
、
も
う
空
家
だ
ら
け
。

　

需
要
と
供
給
を
考
え
た
と
き

に
、
空
家
の
ほ
う
が
多
く
て
バ
ラ
ン

ス
が
崩
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、

理
想
的
な
こ
と
は
で
き
な
い
。少
々

何
し
よ
う
と
無
駄
だ
と
い
う
思
い

は
あ
る
が
、
一
生
懸
命
やって
い
か

ざ
る
を
得
な
い
と
い
う
、

そ
れ
が
正
直
な
と
こ
ろ
。

　
荒
れ
た
地
域
を
つ
く
っ

た
ら
、
そ
れ
こ
そ
悪
循

環
。
現
に
、も
う
そ
う
な

って
き
て
い
る
。

　

行
政
を
し
て
い
る
者

と
し
て
そ
う
い
う
意
味

で
の
危
機
感
は
持
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
、
一
生
懸

命
、今
後
と
も
取
り
組
ん

で
い
く
。
そ
れ
は
約
束
す

る
が
、
そ
う
い
う
現
状
に

あ
る
と
い
う
の
も
事
実
。

　
市
民
意
識
の
醸
成
と
か
、所
有

者
の
責
任
の
明
確
化
を
、
と
い
う

よ
う
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、こ
れ
か

ら
対
策
計
画
を
前
に
進
め
て
い
っ

て
空
家
対
策
に
取
り
組
む
、
と
い

う
こ
と
が
ま
ず
は
第
一
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
条
例
に
つ
い
て
は
、
そ
う
いっ
た

こ
と
を
踏
ま
え
て
や
っ
て
い
く
上

で
、ど
う
し
て
も
必
要
に
な
る
、と

い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
、そ
の
と
き
の

適
時
適
切
な
判
断
で
制
定
は
考

え
て
い
く
と
い
う
こ
と
だ
と
思
って

い
る
。

　
真
庭
高
校
生
が
竹
害
対
策
チ

ー
ム
を
つ
く
り
、地
域
の
課
題
で

あ
る
放
置
竹
林
を
生
か
す
方
策

を
考
え
る
中
、
消
臭
効
果
の
実

証
実
験
を
し
、生
ご
み
に
竹
パ
ウ

ダ
ー
を
か
け
る
と
臭
い
が
軽
減

す
る
こ
と
や
、竹
パ
ウ
ダ
ー
が
発

酵
資
材
で
あ
る
と
い
う
デ
ー
タ

か
ら
、生
ご
み
に
竹
パ
ウ
ダ
ー
を

空
家
対
策
の
推
進

高
校
生
の
竹
パ
ウ
ダ
ー

で
循
環
型
社
会
を

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
金
谷
建
設
部
長

管理不全空家は様々なリスクの原因となる　落合垂水

真庭高校生がつくった竹パウダー

問 𠮷
原 

啓
介

問 西
田 

文
子
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急
速
な
少
子
、
高
齢
化
が
進

む
中
、
市
民
が
い
か
に
い
つ
ま

で
も
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
の
か

と
い
う
健
康
寿
命
が
大
事
で
あ

る
。
特
に
高
齢
者
に
と
っ
て
、感

染
症
の
重
症
化
や
後
遺
症
は
生

活
の
質
を
著
し
く
低
下
さ
せ
る

大
き
な
要
因
と
考
え
る
。

　
①
定
期
接
種
の
対
象
年
齢
か

　
令
和
４
年
度
に
創
設
さ
れ
た

道
路
愛
護
団
体
の
制
度
で
あ
る

が
、令
和
７
年
度
に
は
210
団
体
を

超
え
、
管
理
延
長
は
約
400
㎞
で
、

市
道
総
延
長
約
１
，２
０
０
㎞
の

３
分
の
１
を
管
理

す
る
制
度
に
成
長

し
た
。
地
域
住
民

が
自
分
た
ち
の
地

域
は
自
分
事
と
し

て
守
る
、
そ
れ
を

市
と
し
て
応
援
、

後
押
し
す
る
す
ば

ら
し
い
制
度
で
あ

る
。

　
近
年
、
少
子
高

齢
化
に
よ
り
自
分

た
ち
の
地
域
を
守

り
た
く
て
も
守
れ

な
い
地
域
が
で
て

き
た
。

　
①
管
理
で
き
な

く
な
っ
た
地
域
に

近
い
団
体
に
管
理

を
し
て
も
ら
え
な

い
か
打
診
す
る
制

と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、話
し
合
い
を

し
て
も
ら
う
よ
う
な
あ
っ
せ
ん
も

し
な
が
ら
現
実
的
な
解
決
は
必

要
だ
と
思
う
。
愛
護
団
体
に
よ
る

道
路
管
理
を
続
け
て
い
け
る
よ
う

な
方
策
を
考
え
て
い
き
、
住
民
の

方
と
も
相
談
し
て
い
く
。

　

②
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

の
こ
と
を
関
係
課
で
話
し
合
っ
て

い
る
最
中
で
あ
る
。
関
係
課
と
調

整
し
て
い
く
。
草
刈
り
な
の
で
、

一
定
の
安
全
管
理
な
ど
も
あ
る

の
で
、
そ
の
あ
た
り
も
検
討
し
て

い
き
た
い
と
思
う
。

度
に
な
ら
な
い
か
。

　
②
ふ
る
さ
と
住
民
登
録
制
度

で
地
域
の
困
り
ご
と
に
協
力
し

て
く
れ
る
人
を
募
る
と
い
う
意

味
で
団
体
の
中
に
住
民
登
録
を

し
て
も
ら
う
こ
と
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

　

①
実
際
に
は
近
隣
自
治
会
で

も
話
を
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い

る
。
し
か
し
、
う
ま
く
進
ま
な
い

道
路
愛
護
団
体
の
活
動

の
今
後

導
す
る
こ
と
は
避
け
て
い
く
。

　

①
一
定
の
消
臭
効
果
が
あ
る

が
、生
徒
の
方
で
い
ろ
ん
な
可
能
性

を
検
討
し
て
い
る
の
で
、見
守
り
た

い
。
必
要
な
後
方
支
援
は
す
る
。

　

②
生
徒
が
市
内
事
業
者
や
関

係
す
る
企
業
と
コ
ン
タ
ク
ト
を
取

っ
て
検
討
し
て
い
る
。
そ
う
い
う

過
程
を
大
切
に
し
て
や
っ
て
い
く
。

　

③
今
年
度
か
ら
生
徒
が
主
体

的
に
情
報
発
信
で
き
る
よ
う
に
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し
、
発

信
し
よ
う
と
試
行
錯
誤
し
取
り

組
ん
で
い
る
。
一
方
的
に
専
門
家

を
入
れ
る
よ
り
、
高
校
の
中
で
生

徒
を
主
体
に
議
論
を
し
、
発
信
に

つ
な
げ
て
い
く
。

　
こ
う
い
う
ア
イ
デ
ア
は
、高
校
に

伝
え
て
い
く
。

て
い
る
。
個
人
の
意
思
で
予
防
接

種
に
行
っ
て
い
た
だ
く
、
個
人
責

任
で
や
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
、

独
自
に
ま
た
そ
れ
以
上
広
げ
る

必
要
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
、
今

の
時
点
で
は
そ
こ
ま
で
は
考
え
て

い
な
い
。

　
①
真
庭
市
と
し
て
は
国
の
制
度

に
の
っ
と
っ
て
実
施
を
し
て
い
る
。

個
人
の
重
症
化
予
防
と
い
う
こ
と

を
主
眼
に
お
い
て
い
る
の
で
、
定
期

接
種
の
対
象
の
方
は
自
己
防
衛
と

し
て
も
や
っ
て
も
ら
い
た
い
。

　

②
ど
ち
ら
の
接
種
に
つ
い
て
も

広
報
紙
、
ま
た
対
象
の
方
に
は
個

人
通
知
を
し
て
い
る
。わ
か
る
よ
う

に
し
て
送
っ
て
い
る
が
、も
う
少
し

わ
か
り
や
す
い
工
夫
は
今
後
も
し

て
送
付
す
る
。

ら
外
れ
て
し
ま
っ
た
方
々
や
、定

期
接
種
の
機
会
を
逃
し
て
し
ま

っ
た
方
々
へ
の
救
済
措
置
と
し

て
、帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
及
び
高

齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
費
用
の
助
成
を
考
え
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

　
②
市
民
の
方
へ
の
周
知
徹
底

に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
お
知
ら

せ
の
仕
方
が
弱
い
の
で
は
な
い

か
と
思
う
が
、ど
れ
だ
け
の
周
知

を
し
て
い
る
か
。

　

①
ど
ち
ら
も
気
を
つ
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
感
染
症
で
は
あ
る

が
、感
染
が
蔓
延
す
る
お
そ
れ
が

非
常
に
高
い
よ
う
な
も
の
で
は
相

対
的
に
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
個

人
の
発
病
や
重
症
化
予
防
に
重

点
を
お
い
て
と
い
う
こ
と
に
な
っ

ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成

の
拡
大

一 般 質 問

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

答
樋
口
健
康
福
祉
部
長

答
金
谷
建
設
部
長

高齢者肺炎球菌ハガキ

問 苦
田 

智
子

問 森
脇 

正
和

地域の人に守られている市道　後谷畝
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元
気
事
業
応
援
補
助
金
な
ど
も

あ
る
。
更
に
何
か
必
要
な
ら
ば
、

そ
れ
は
つ
く
っ
て
も
い
い
と
思
う

し
、
そ
う
い
う
形
で
盛
り
上
げ
て

い
っ
て
、
中
だ
け
で
は
市
場
は
限

ら
れ
て
い
る
か
ら
、で
き
れ
ば
そ
こ

で
も
ま
に
こ
い
ん
を
使
え
て
、
真

庭
市
民
以
外
に
も
ま
に
こ
い
ん
を

持
っ
て
き
て
も
ら
い
、
真
庭
の
経

済
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
に
も
つ

な
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
る
。

の
拠
点
を
活
用
し
、

例
え
ば
、
月
一
回
、

地
域
を
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
す
る
形
で
朝
市

（
仮
称
）
を
開
催

し
て
は
ど
う
か
、
本

市
の
農
産
物
や
加
工

品
は
市
外
で
は
高
い

評
価
を
受
け
て
い
る

一
方
で
、
地
元
で
は

十
分
認
知
さ
れ
て
お

ら
ず
、
い
わ
ゆ
る
灯

台
下
暗
し
の
状
況
も

見
受
け
ら
れ
る
。
市

内
商
工
業
者
、
農
産

物
生
産
者
に
声
か
け

し
、
公
設
民
営
で
朝

市
を
開
催
し
て
、
市

民
同
士
の
交
流
促
進

と
市
外
か
ら
の
来
場

者
の
増
大
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
市
内
の

活
性
化
を
図
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
朝
市
の
継
続
的
な
開
催
に

よ
り
、
多
面
的
な
効
果
が
期
待

で
き
る
と
思
わ
れ
る
。

　
総
論
と
し
て
同
じ
思
い
を
持
っ

て
質
問
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
多

分
思
っ
て
い
る
こ
と
も
同
じ
だ
ろ

う
。議
員
指
摘
の
継
続
的
な
開
催

と
い
う
こ
と
で
、み
ら
い
に
つ
な
ぐ

　
政
府
の
地
籍
調
査
に
よ
る
と

日
本
全
国
の
土
地
の
約
２
割
が

所
有
者
不
明
と
い
う
結
果
が
出

て
い
る
。こ
れ
は
九
州
地
方
を
上

回
る
面
積
。こ
の
土
地
の
上
に
あ

る
空
家
は
当
然
所
有
者
不
明
と

考
え
ら
れ
る
。
真
庭
市
で
は
平

成
30
年
の
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
で
住
宅
の
２
割
に
当
た
る
約

３
千
９
百
軒
も
の
空
家
が
あ
り
、

そ
の
中
で
約
２
千
６
百
軒
は
用

途
の
な
い
空
家
で
管
理
が
行
わ

れ
て
い
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ

る
と
し
て
い
る
。

　
令
和
９
年
４
月
１
日
よ
り
は

固
定
資
産
税
の
免
税
点
変
更
の

ひ
と
つ
で
あ
る
家
屋
の
評
価
額

で
は
20
万
円
が
30
万
円
と
な
る
。

こ
れ
を
含
め
た
影
響
は
納
税
義

務
者
約
千
人
と
し
て
い
る
。こ
の

中
に
含
ま
れ
る
空
家
管
理
者
は

納
税
義
務
が
な
く
な
り
、行
政
と

の
接
点
が
失
わ
れ
、時
間
の
経
過

と
と
も
に
所
有
不
明
の
空
家
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
な
い
空
家
は
防
災
・

防
犯
・
環
境
・
景
観
等
、
生
活
環

境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
、そ
れ
が

所
有
者
不
明
で
あ
れ
ば
危
険
空

家
に
な
っ
て
も
対
策
実
施
が
困

難
と
な
る
。
①
所
有
者
不
明
の

空
家
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
と
把

握
さ
れ
て
い
る
の
か
。②
将
来
に

備
え
て
空
家
の
所
有
者
や
連
絡

先
の
デ
ー
タ
を
市
が
一
元
管
理
、

保
有
し
て
い
く
仕
組
み
を
構
築

す
べ
き
と
考
え
る
が
市
長
の
考

え
を
伺
う
。

　

①
所
有
者
が
直
ち
に
判
明
し

な
い
土
地
が
約
２
割
ぐ
ら
い
あ
る

と
い
う
こ
と
だ
が
戸
籍
等
で
追
っ

て
い
き
最
終
的
に
所
在
が
不
明

と
な
る
土
地
は
0.41
％
だ
と
公
表

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
戸
籍
等
を
追

う
手
間
が
大
変
で
あ
る
。
真
庭

市
で
推
計
す
る
と
約
３
千
９
百

に
0.41
を
掛
け
た
16
戸
ぐ
ら
い
に
な

る
。
関
係
者
か
ら
相
談
を
受
け

た
案
件
で
所
有
者
が
特
定
で
き

て
い
な
い
も
の
は
１
件
だ
け
で
あ

る
。
②
空
家
情
報
バ
ン
ク
に
公
表

し
て
い
る
も
の
以
外
は
把
握
で
き

て
い
な
い
。
３
千
９
百
戸
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
す
る
に
は
大
変
な
時

間
、
労
力
が
必
要
で
、
こ
れ
を
全

部
真
庭
市
で
負
担
す
る
と
い
う

結
論
に
は
至
ら
な
い
。
今
後
１
年

間
ど
う
す
る
か
検
討
す
る
。
デ
ー

タ
を
つ
か
ん
で
も
、
地
域
の
人
の

協
力
が
な
い
と
解
消
で
き
な
い
。

		　
他
市
の
事
例
を
見
る
と
、
岡

山
市
の
京
橋
朝
市
な
ど
、
人
口

の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化

に
寄
与
し
て
い
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、旧
落
合
町
の
ハ
イ
ラ
ン

ド
落
合
駐
車
場
、
久
世
地
区
の

整
備
さ
れ
た
河
川
敷
、
勝
山
文

化
セ
ン
タ
ー
周
辺
な
ど
、
活
用

可
能
な
広
い
公
共
空
間
が
各
地

域
に
点
在
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

所
有
者
不
明
の

空
家
対
策

真
庭
市
朝
市
の
開
催

答
太
田
市
長

答
太
田
市
長

所有者が特定できない空家　若代

岡山市京橋朝市の風景

問 葉
廣 

峰
久

問 柴
田 

正
志

一 般 質 問
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情
報
発
信
の
強
化
、議
会
の
透

明
性
向
上
を
図
る
た
め
、
議
場
の

傍
聴
席
で
配
信
し
て
い
る
Ａ
Ｉ
に

よ
る
字
幕
付
き
映
像
を
オ
ン
ラ
イ

ン
で
配
信
し
、
各
振
興
局
の
ロ
ビ

ー
、
待
合
室
、
休
憩
ス
ペ
ー
ス
等

来
庁
者
が
閲
覧
で
き
る
場
所
に
モ

ニ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
定
例
会
及
び
臨
時
会
が
配

信
さ
れ
ま
す
。
各
常
任
委
員
会

は
、配
信
さ
れ
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
と
も

ご
視
聴
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

　
真
庭
市
議
会
の
本
会
議・常
任

委
員
会
を
間
近
で
傍
聴
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
催
中
に
市
役
所
４
階
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
議
場
の
入
り
口

で
、
住
所
、
氏
名
を
ご
記
入
い
た

だ
け
れ
ば
、
簡
単
に
傍
聴
席
へ
お

入
り
い
た
だ
け
ま
す
。
傍
聴
席
に

は
大
型
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
し
、
字

幕
表
示
を
し
て
い
ま
す
。
30
席
用

意
し
て
い
ま
す
。

動画配信　各振興局のロビーなどで

ざっくばらんに語ろう開催決定 10月24日
～11月７日

１班

３班

２班

４班

◎黒川　愛 　○庄司史郎 　伊藤義則
　田島吉章 　谷本彰良 　長尾　修

◎伊賀基之 ○森脇正和　 福島一則
　奥　侑樹 　村上善彦　 緒形　尚

◎妹尾智之 ○柴田正志 　𠮷原啓介
　葉廣峰久　 苦田智子

◎加藤大悟 ○小田康文 　妹島弘和
　西田文子 　小椋一郎

川上老人福祉センター

多和福祉センター

中 日 名 公 会 堂

▶10月31日【土】13:00 ～

▶10月31日【土】19:00 ～

▶11月 1日【日】13:30 ～

樫東生活改善センター 

美 甘 振 興 局 

湯本コミュニティハウス

▶10月31日【土】14:00 ～

▶10月31日【土】18:00 ～

▶11月 4日【水】19:00 ～

久世エスパスセンター

勝山文化センター

下河内コミュニティハウス

▶10月27日【火】19:00 ～

▶10月28日【水】19:00 ～

▶11月 2日【月】19:00 ～

　

目木勤労者研修センター

中和保健センターあじさい

井 尾 集 荷 場 ▶10月24日【土】14:00 ～

▶10月25日【日】14:00 ～

▶11月 7日【土】14:00 ～

◎は班長　○は副班長

傍 

聴
４階議場傍聴席

議
会
本
会
議
を
動
画
配
信

各
振
興
局
の
ロ
ビ
ー
な
ど
で

地域経営のための

議会改革度調査2025

　早稲田大学デモクラシー創造研究所による「地
域経営のための議会改革度調査」の２０２５年中
の取り組み調査の結果が公表されました。
　調査は、議会内部だけの改革に留まらず、多様
な住民の参画を議会の仕組みとして取り組んでい
ることや、地域経営の視点から議会として執行部
に対して提言を行っていること、バックキャスティン
グ型で計画や戦略に基づいた評価・検証・公開
の原則で議会改革を進めていることなどを重視し
て調査されました。
　結果、全国１３７２議会中91位。県内20議会中
２位となりました。

結 果 公 表

（1372議会中）91全
国 位 （20議会中）２県内 位
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〜若者の声が市政に届き、
　まちの未来をともにつくるために〜　　　　

　総務常任委員会では、若者の市政・社会参画を
推進する政策提言を進めています。若者の意見を
継続的かつ制度的に市政へ反映する仕組みを構
築し、主体的に地域づくりに参画できる環境を整
備するため、次の 3 項目の施策を検討しています。
１.（仮称）真庭市若者参画推進条例の制定
２. 若者会議（仮称）の設置
３. 若者参画を支える庁内体制の充実
　若者を地域社会の重要な担い手として迎え、
行政と若者が一丸となって真庭市の持続可能な
未来をともにつくり上げていくことを目指します。

視察報告：新見市「ほほえみ広場にいみ」
　文教厚生常任委員会では、5月12日に新見市の
「ほほえみ広場にいみ」を視察しました。当施設
は、医療や福祉、就労支援などの機能が一か所に
集約されたワンストップの相談窓口です。障害の有無
に関わらず誰もが「居場所」として利用しており、ま
さに「ミニ共生社会」が成立していました。行政と
民間事業所が協力し、切れ目のない支援体制を築い
ている点も大変印象的でした。特に「個別支援ノー
ト」を活用した子どもたちへの継続的な療育支援体
制は、同様の課題を抱える本市にとっても大いに参
考になる取り組みです。	

産業建設常任委員会は２つの提言
　政策討論会に向け、市内の土地改良区4団体の
役員の方と意見交換会を行い、農業用水路の維持
管理が高齢化や農業の担い手不足によって難しくな
ってきたことや、物価高騰で老朽化など施設の修理
をするため補助金を申請するが、進まないことなど水
路は住民にとっても重要な生活インフラ施設であるた
め「農用施設整備を通じた地域レジリエンス強化を」
をテーマにします。
　また、酪農関係団体と意見交換会を行い、農地
を守ってきたのは酪農家と自負されるも、草地管理
にも物価高騰の影響があり大変な状況であることか
ら「酪農業の持続可能性と蒜山高原の景観・観光
資源の保全」をテーマにします。

政策討論会に向けて

GIKAI  NO  UGOKI

き動
４月 ５月 ６月編

議 会
の

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会総務常任委員会

３項目の施策について協議 政策提言の協議

「ほほえみ広場にいみ」の視察
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SHIMIN
　NO HIROBA

市民

広場
MANIWA 2026

I tre consiglieri del gruppo Monte Verde.　α脳

青と緑　かたくり

北海道から　S.T.

ねじねじ　NE はんざき祭り　TOMOSAN

赤い傘とアジサイ　BUN 華蔵庵の松　智子

ここは市民みんなでつくるページですここは市民みんなでつくるページです
楽しい気持ちでご参加ください楽しい気持ちでご参加ください

◎森脇 正和　〇西田 文子　奥　 侑樹
　小椋 一郎　　苦田 智子　村上 善彦

議会
広報

募募集集
絵画、イラスト、書、写真な絵画、イラスト、書、写真な
どを募集しています。住所、どを募集しています。住所、
氏名、電話番号を書いてくだ氏名、電話番号を書いてくだ
さい。ペンネームを希望されさい。ペンネームを希望され
る場合も連絡先と氏名が書る場合も連絡先と氏名が書
いてあることが必要です。声いてあることが必要です。声
は氏名を載せることにしていは氏名を載せることにしてい
ます。ます。
応募先応募先▶▶真庭市議会 真庭市議会 
宛先：20 ページの帯欄に記載。宛先：20 ページの帯欄に記載。
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議
員
が
他
市
を
視
察
し
た
と
聞
く
と
、「
観
光
じ
ゃ

な
い
の
」
と
思
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。実
際
に
は
、子
育
て
支
援
や
地
域
交
通
、DX
な
ど
先

進
的
な
取
り
組
み
を
学
び
、本
市
の
課
題
解
決
に
役
立

て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
使
わ
れ
る
の
が
政
務
活
動
費
で
す
。議

員
は
地
域
課
題
の
調
査
や
先
進
地
視
察
、
研
修
会
へ
の

参
加
、
資
料
の
購
入
な
ど
に
活
用
し
て
い
ま
す
。真
庭

市
が
合
併
し
た
こ
ろ
は
、
視
察
先
で
泊
ま
っ
た
旅
館
で

大
宴
会
を
し
て
新
聞
に
載
る
よ
う
な
問
題
行
為
を
し

た
議
員
も
い
ま
し
た
。一
方
で
学
ん
だ
こ
と
、
人
口
減

少
対
策
や
防
災
、
空
き
家
活
用
な
ど
、そ
の
成
果
を
議

会
質
問
や
政
策
提
言
に
生
か
し
て
い
る
事
例
も
数
多

く
あ
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
を
よ
り
良
く
す
る
た
め
に
、
皆
さ

ん
の
税
金
で
あ
る
政
務
活
動
費
が
ど
の
よ
う
な
活
動
に

使
わ
れ
て
い
る
の
か
、
ぜ
ひ
関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

真
庭
市
議
会
は
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
書
や
活

動
報
告
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
「
い
く
ら
使
っ
た
の
か
」で
は
な
く
、「
何
の
た
め
に
使

っ
た
の
か
」
そ
の
結
果
が
市
政
に
ど
う
生
か
さ
れ
た
の

か
が
重
要
で
す
。　　真庭市議会定例会は真庭

いきいきテレビ「MＩＴ」のサブ
チャンネル（１２２）で生中継して
います。
　一般質問や各常任委員会付
託案件審査は、録画して後日放
送しています。
　ＧＩＫＡＩＨＥＡＤＬＩＮＥは、真
庭いきいきテレビYouTubeチ
ャンネルで定例会閉会２週間後
から２週間視聴できます。

をご視聴下さい

■
会
議
は
通
常
午
前
９
時
30
分
に
開
会
し
ま
す
。

■
正
式
に
は
８
月
26
日（
水
）の
議
会
運
営
委
員
会
で

　
決
定
し
ま
す
。

月
定
例
会

月
定
例
会
はは

９９９月月１１
日
㈫
か
ら

日
㈫
か
ら
９９
月月
1818
日日
㈮㈮

本
会
議（
開
会・議
案
上
程
、提
案
説
明
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問
）

本
会
議（
一
般
質
問・議
案
質
疑
）

　
　
　
　
　
　
　
　

 

常
任
委
員
会

予
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
委
員
長
報
告・採
決・閉
会
）

１
日

３
日

４
日

7
日

８
日

11
日

14
日

18
日

９
月

（
火
）

（
木
）

（
金
）

（
月
）

（
火
）

（
金
）

（
月
）

（
金
） ９

日（
水
）

15
日（
火
） 10

日（
木
）

　

問 

題

1010
月月
3030
日
㈮
日
㈮
ま
で
ま
で

1212
月
定
例
会
の

月
定
例
会
の
請
願・陳
情
は

　
12
月
定
例
会
の
請
願
と
陳
情
の
受
付
は
10

月
30
日（
金
）ま
で
で
す
。様
式
な
ど
の
問
い
合

わ
せ
は
議
会
事
務
局
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、土
日
祝
日
等
の
市
役
所
の
閉
庁
日

は
除
き
ま
す
。市
政
な
ど
に
つ
い
て
の
意
見
や

要
望
が
あ
る
と
き
は
、誰
で
も
請
願
や
陳
情
を

議
会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
請
願
は
、議
員
の
紹
介
を
必
要
と
す
る
の
に

対
し
、陳
情
の
場
合
は
議
員
の
紹
介
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

ホームページをご覧ください

ホームページ フェイスブック

◀
さ
さ
ゆ
り　
Ｙ
Ｏ

（
文
責　
西
田
）

学習室として
開放した議場
があるのは... 階○

解
者
の
中
か
ら
５
人
に「
美
甘
お
こ
わ

（
ひ
め
の
も
ち
精
米
+
具
材
）」（
美
甘

の
も
ち
屋
）
が
当
た
り
ま
す
。は
が
き
に
答
え
と

あ
な
た
の
住
所
・
氏
名
を
本
ペ
ー
ジ
左
欄
に
記
載

し
て
い
る
真
庭
市
議
会
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

当
選
者
の
発
表
は
商
品
の
発
送
を
も
っ
て
代
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

締
切
：
8
月
31
日（
月
）消
印
有
効
。

　
前
号
の
応
募
総
数
は
19
通
で
、正
解
者
は
19
人

で
し
た
。ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

正

政
務
活
動
費
っ
て
必
要
な
の
か

美甘おこわ
（ひめのもち精米+具材）

（美甘のもち屋）


